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BMW グループの次世代開発車両の妥当性確認用シミュレータを

dSPACE 製が独占 

BMW グループでは、次世代の開発車両の妥当性確認に dSPACE シミュレータのみを使用します。シミュ

レーションおよび妥当性確認の分野で長年にわたって構築されてきた BMW グループと dSPACE との

パートナーシップは、引き続き継続することになります。BMW グループは、世界中の各開発拠点におい

て、さまざまなハードウェアおよびソフトウェアコンポーネントで構成された dSPACE HIL（Hardware-in-

the-Loop）シミュレータを使用して、Electric Drive、メモリ管理システム、エネルギー管理システム、ビーク

ルダイナミクスシステム、および運転支援システムなどの包括的なテストを行います。dSPACE にとっ

て、これは創業以来最も大規模な導入実績の 1 つとなります。 

 

dSPACE グループの CEO であるマーティン・ゲッツェラーは、「BMW グループの次世代の車両開発におい

て、当社の専門技術が一層の信頼を得たことを大変嬉しく思います。これを励みに、BMW グループとの長

期的なパートナーシップならびに建設的な協力関係をさらに強化し拡大させていきたいと考えます」と述べて

います。 

 

今回の合意は、SCALEXIO ベースのハードウェアおよびソフトウェアコンポーネント、および総合的なシステ

ムの納入に関するものです。総合的なバスやネットワークのサポートも含む dSPACEの強力な SCALEXIO

リアルタイムテストシステムは、自動車メーカーの開発プロセスに最適に統合できるようになっています。こ

れにより、それらのお客様は現実的なテストや車載エレクトロニクスの妥当性確認作業の高度な自動化を実

現することが可能です。BMW グループは 25 年以上にわたって dSPACE 製の HIL システムを使用してお

り、dSPACEとの連携を通じて、HILテクノロジの開発を進歩させてきました。 
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dSPACE について 

dSPACE は、コネクテッドカー、自動運転車両および電気自動車を開発するうえで必要なシミュレーション

および妥当性確認ソリューションを提供する国際的企業です。自動車メーカーやサプライヤのお客様

は、当社のエンドトゥエンドのソリューションを利用し、実車での試験前にソフトウェアやハードウェアの各

種コンポーネントをテストしています。また、自動車産業だけでなく、航空宇宙や産業オートメーション、お

よびその他の産業分野でも dSPACE は開発パートナーとして選ばれ、当社の知識と経験はさまざまな現

場に活かされています。当社の製品ポートフォリオは、シミュレーションや妥当性確認向けのエンドトゥエン

ドのソリューションからエンジニアリング、コンサルティングサービス、トレーニングやサポートまで幅広くカ

バーしています。dSPACE は、ドイツのパーダーボルンにある本社と、ドイツ国内の 3 つのプロジェクトセ

ンター、米国、イギリス、フランス、クロアチア、日本、中国、および韓国にある子会社を含め、世界中で

1,900 名近くの従業員が製品・サービスを提供しています。 

詳細については www.dspace.com を参照してください。 

 

日本国内お問い合わせ先 
dSPACE Japan 株式会社 
経営企画室 
03-5798-5474   marketingkk@dspace.jp 
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